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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は心拍間の変異を分析することにより口腔顔面痛と自律

神経活動の関連性について、即ち自律神経活動が口腔顔面痛の診断指標ならびに治療効果の判定

指標となりうるか否かを検討することである。 

 
研究成果の概要（英文）：Frequency analysis of HRV reveals autonomic instability associated 

with BMS, and autonomic changes corrected after SGR.  Frequency analysis of HRV may be 

very useful in the follow-up of BMS and for determination of therapeutic efficacy of SGR.   
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１．研究開始当初の背景 

口腔顎顔面領域の慢性疼痛を主症候とする

疾患には器質的異常を認めず、病因の特定も

困難であるものが存在し、その診断ならびに

治療には苦慮することも多い。本疾患には持

続性特発性顔面痛（非定型顔面痛、非定型歯

痛）、複雑局所痛症候群（反射性交感神経性

ジストロフィー、カウザルギー）、顎関節症

Ⅴ型、舌痛症などが該当し、近年、これらの

慢性疾患は口腔顔面痛として新たに枠組みさ

れ、歯科口腔外科学・歯科麻酔学・歯科心身

医学などの学問分野から注目され、病因・病

態解析や新規治療法の開発が鋭意進められて

いる。さらに、本疾患の病因・病態には何ら

かの自律神経系の異常が関与している可能性

が指摘されているものの、それを医療現場で

客観的に分析・評価する手段は現在まで存在

しなかった。（花田耕治：舌痛症と自律神経

機能，口病誌70(2)，124-130，2003．綿貫 圭：

舌痛症患者の有する不定愁訴に関する検討－
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舌痛症と自律神経－口科誌54(4)，424-429，

2005．）従来、自律神経活動の測定は交感・

副交感神経束に電極を挿入するか、カテコー

ルアミンなどの生理活性物質を投与するな 

どして行われていたが、侵襲性・手技や設備

の煩雑性・感度などの点から問題も多く、臨

床的価値は乏しかった。しかしながら、近年、

心拍間の微細な変異を分析することにより容

易に自律神経活動を測定することが可能とな

った。すなわち、心拍変動の0.1Hz付近の低周

波領域（LF）は交感神経と副交感神経の両方

の活性を、0.25Hz付近の高周波領域（HF）は

副交感神経の活性を示し、これら低周波成分

と高周波成分の比（LF/HF）が自律神経活動を

表すとした。（Akselrod S,etc.: Power 

spectrum analysis of heart rate 

fluctuation: a quantitative probe of 

beat-to-beat cardiovascular control. 

Science213, 220-222, 1981.） 

 
２．研究の目的 

本疾患の病因・病態には何らかの自律神経系

の異常が関与している可能性が指摘されてい

るものの、それを医療現場で客観的に分析・

評価する手段は現在まで存在しなかった。そ

の主たる要因として、自律神経活動を測定す

る簡便な手法と機器の開発が困難であったこ

とが挙げられるが、応募者らが本研究で採用

する手法と機器はその困難を克服した画期的

なものと考える。本研究の学術的な特色・独

創的な点は、これまで為し得なかった口腔顔

面痛と自律神経活動との関連性を科学的に証

明することである。さらに、本研究によって

得られる知見は口腔顔面痛の病因・病態の解

明、新規診断・治療法の開発、治療効果の判

定など多岐にわたって役立つものと考える。 

すなわち、本検査によって得られる所見（自

律神経系の異常）が口腔顔面痛の特異的な診 

断マーカーとして確立されれば、（本疾患に

は器質的異常が認められないがために）他疾 

患を除外診断することでしかなされてこなか

った従来の診断プロセスが劇的に変化する可 

能性がある。また、新規治療法の開発やその

治療効果を判定する際にも、患者の感覚（疼 

痛）のみに頼っていた従来の判定方法に科学

的裏付けが可能となる。本研究の貢献は歯科

口腔外科・歯科麻酔科・歯科心身医学などの

歯科領域にとどまらず、ペインクリニック・

神経内科・心療内科・心身症科など自律神経

系の異常に関連する慢性疼痛を取り扱う医科

診療科に対しても益するところは極めて大き

いと考える。 

 

３．研究の方法 

本研究は心拍間の変異を分析することにより、

（１）自律神経活動が口腔顔面痛の診断指標

となりうるか、（２）同じく治療効果の判定

指標となりうるか、の２点について検討する。

具体的には、自律神経活動の評価項目として、

HRT、SDNN、RMSSD、PSI、ApEn、SRD、TS RD、

TP、VLF、L F、H F、LF Norm、HF Norm、LF/HF 

の各項目について疾患特異的な項目を抽出し、

疾患群－対照群間で統計学的に検討する。さ 

らに、疾患特異的な項目について、初回－終 

回治療間で統計学的に検討する。 

 

４．研究成果 

 自律神経活動に関して、近赤外線星状神経

節近傍照射に対する有効群と無効群間に有

意な差は認められなかった。そのため、新た

なパラメータとして D LF norm, D HF norm

そして D LF/HFを設定した（すなわちこれは、

近赤外線星状神経節近傍照射の直前、直後の

それぞれ LF,HF そして LF/HF の差を示す）。

これらのパラメータは、口腔顔面痛において、

自律神経バランスの反応性の指標になり得

ることが示唆された。また、口腔顔面痛は自

律神経系のアンバランスよりもむしろ、自律



 

 

神経系の不安定さに関係していると考えら

れた。 
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